


























のまちづくり」を目指し、平成 30年度から平成 35年度までの 6年間を計画期間とする「茨木市総合保

































82.5％、看護保健学部 17％その他である。学年は、1年生 52.2％、2年生 43.0％と大部分を占めた。 
アンケート項目の、食事場所、食堂利用頻度、利用しない理由、昼食にかける費用、食に関わる意識に
ついての項目を表に示す。（表１） 
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次に、ほとんど利用しない学生と週１回利用する学生との間で、満足度に差があった項目を表５に示
す。見た目（ｐ＞0.01）味（ｐ＞0.01）について差があった。利用頻度が低い学生ほど不満度が高い。
つまり、見た目が不満、味が不満な学生は、利用しない傾向があるということである。また、１年生と
２年生以上で差がある項目を表６に示す。栄養バランスへの意識、野菜摂取の意識、旬摂取の意識にお
いて、どの項目も２年生以上の学生の方が、意識が高くなっている。これは、今回の調査対象者が、食
文化学部、看護保健学部に偏っており、もともと、健康や食への興味はあったが、授業において食や栄
養、人体について学ぶ機会が多いことが影響していると思われる。また、食堂への不満は、2 年生以上
の方が、どの項目でも高い傾向の結果であった。利用頻度を 1年生と 2年生で比べてみるとほとんど利
用しない学生が 2年生以上の方が多い。今年というよりも、入学当初食堂に行ってみたが、いいイメー
ジがなく現在に至っている可能性が高い。これらの学生を引きつけるためには、大幅な学生食堂の改善
を実施しなければ、難しいと思われる。本校の学生食堂のメニューは、厚生省及び農林水産省の食生活
指針で言及されている「食生活は、主食、主菜、副菜を基本に食事のバランスを」からは、かなりかけ
離れたメニューが多く、ワンプレートのカフェご飯や、丼物、麺類のみが多い。色あい的には、野菜が
少なく茶色が目立つ。一汁三菜の定食メニューを常備し、学生が食事を整える時に参考となるような工
夫も必要ではないかと考える。我が国の野菜摂取状況は、１日の目標量３５０g に対して、どの年代も
足りていない現状である。意識の高い学生が野菜を摂取できるように、野菜料理バイキングなど、健康
や栄養面へのアプローチも、味だけでなく求められる。魅力ある学生食堂、食育活動の場となる学生食
堂を目指し、ソフト面、ハード面の大幅な改善を期待する。 
公立の小学校や中学校では、市が中心となり、各校に栄養教諭も配置され連携をとりながら食育活動
を進めている。しかしながら、高校や大学における食育活動は、進展していないのが現状である。 
茨木市には、本校を含め複数の大学がある。今後、本校だけでなく、各大学が学生中心の食育活動を
進め、自己の健康を気遣い、健康寿命の延伸へと邁進することが出来る学生の育成することが望まれる。
そのためにも、大学間が連携をとり、食教育を進めるシステムの構築を早急に進めることが急務である。 
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